
　数年前に，ＮＨＫの「数字でＱ」という番組

で，毎週数字マジックを披露していました。あの

番組を見た人から「子供の頃から得意だったんで

すか？」と聞かれますが，とんでもないことで

す。はっきりいって，苦手でしたね。小学校から

高校に至るまでつらかったですね。大学でそれが

なくなって，とてもうれしかったのを覚えていま

す。

　自分の出た小学校に「講演してください」と頼

まれて，行ったことがあります。

　そこで私は，数学をなぜ習うのかをお話ししま

した。そのために例題を出しました。

　『Ａ君とＢ君は仲良しです。Ａ君は，朝８時に

家を出て学校に向かいました。Ａ君の家から学校

までは２キロです。Ｂ君の家から学校まで４キロ

です。Ａ君もＢ君も同じ速度で歩きます。そし

て，２人は８時30分に同時に着きました。では，

Ｂ君は何時に家を出たでしょう』

　小学６年生では，結構手をあげる子が多かった

です。しかし，この問題が実生活で役立つでしょ

うかと，疑問を投げかけました。なぜなら，この

答えを出すのにもっとも簡単で早い方法があるの

です。それはこうです。

　Ａ君がＢ君に「キミは今朝何時に家を出た

の？」と聞けばいいのです。簡単に家を出た時刻

を知ることができます。

　そこには，算数や数学のかけらも存在しませ

ん。つまり，この問題での解き方が，将来実生活

に役立つとは思えないのです。

　トラベルミステリーを書く推理小説家には必要

でしょう。あるいは，刑事には必要かもしれませ

ん。買い物するんだって，微分積分は使いませ

ん。電卓があります。消費税だって算出できま

す。そこに数学はいりません。

　ではなぜ，子供の頃から算数をやるのか？

　それは，頭の脳みそのしわを増やすために他な

りません。だから，答えが出なくてもあるいは間

違ってもいいのです。考えて脳みそを使うという

ことが数学や算数の目的だと私は理解している

し，子供たちにもそう伝えたのです。むしろ，先

生は答えだけじゃなくて，どこまでその子が考え

たかをテスト用紙から判断してほしいし，そこに

点数をつけてほしいと思うのです。

　解を出すのではなく頭を使うこと　　それが数

学の勉強の目的だと思うのです。

　最後に数字のトリックをひとつ。

　１か月が見えるカレンダーと電卓を用意してく

ださい。

　自分は後ろを向き，相手にこう質問してくださ

い。

　「あなたは来月，３日間連続で休みをとること

ができます。その３日間を決めてください。決め

たらその３日間の日を足してください」

　次に「＋27，＝，さらに×67，＝，するとある

大きな数字が出ていますよね。そこから，あなた

の３連休を瞬時に判断するのはむずかしいで

しょ？」といって電卓を受け取ります。でも簡単

に答えることができるのです。

　では，例題をやってみましょう。

　例えば11日，12日，13日としましょう。３つの

合計は36，＋27で63。さらに×67で4221。

　その数字から３日間を割り出す方法は，4221の

下２桁から10を引くと，初日がでます。

　21－10＝11ですね。休暇は11日から13日までです。

　あ，でも本人に直接，聞いた方が早いか！
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数学はマジック？

　  マジシャン

p r o f i l e
ボナ植木（ナポレオンズ）
  ’77に専修大学マジック
同好会の同級生だった小石
とコンビを組み，ナポレオ
ンズとしてデビュー。オリ
ジナリティーあふれるス
テージで，国内はもちろ
ん，海外にも活躍の場を広
げている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

談話室

右側が筆者

ナポレオンズ
　ボナ　植木
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